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議
員
の
資
質
に
欠
け
る
も
の
で
す
。

　
審
査
会
で
は
、
横
須
賀
議
員
の

行
為
は
政
治
倫
理
基
準
に
抵
触
す

る
と
判
断
し
、
辞
職
勧
告
が
相
当

と
し
て
、
12
月
３
日
に
議
長
に
報

告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
議
長
か
ら
横
須
賀
議
員
に
対
し
、

議
員
辞
職
勧
告
を
行
お
う
と
し
ま

し
た
が
、
横
須
賀
議
員
が
拒
否
を

し
た
た
め
、
文
書
に
よ
る
議
員
辞

職
勧
告
を
郵
送
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
横
須
賀
議
員
の
損
害
賠

償
請
求
の
対
象
と
な
っ
た
行
為
や

審
査
会
で
の
行
為
、
審
査
会
委
員

に
対
す
る
行
為
、
議
員
辞
職
勧
告

を
無
視
す
る
行
為
は
、
町
民
の
代

表
者
で
あ
る
議
員
と
し
て
あ
る
ま

じ
き
行
為
で
あ
り
、
町
議
会
に
対

す
る
町
民
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
た

責
任
は
極
め
て
大
き
く
、
断
じ
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り

速
や
か
に
議
員
を
辞
職
す
る
よ
う

強
く
勧
告
し
ま
す
。

町の貯金と借金（令和７年度末）の見込額
基金（貯金） 地方債（借金）

財政調整基金 ８億２９９６万円 総　　務 ４５億９１９８万円
減債基金 ６億７３７１万円 民　　生 １億円

都市計画施設整備基金 ６億８０２０万円 衛　　生 １７５万円
庁舎整備基金 １８億５２７７万円 農林水産業 ２億９２８５万円
学校施設整備基金 ９億３１１０万円 商　　工 ９０００万円
土地改良事業基金 １億１４万円 土　　木 ４億１５０１万円
企業立地促進基金 １億円 消　　防 ４億７３８７万円
国際交流推進基金 ２５２４万円 教　　育 １２億９５５１万円
その他５基金 ２３６３万円 災害復旧 ６７８万円
合計 ５２億１６８０万円 水道事業 １億９０１３万円

下水道事業 ３６億１０８０万円
合　　計 １１０億６８７２万円

Ｑ　町の基金（貯金）や地方債（借金）って私たちの家庭に例えると
どうなっているの？

Ａ・貯金は町民一人当たり18万1732円
　・借金は町民一人当たり38万5589円
※町の人口は、令和７年３月１日現在で28,706人。
　貯金および借金は、令和７年度末見込み額の計算です。
　地方債の元利償還金の一部は、交付税措置となります
ので、実質的な負担は少なくなります。
　町の家計（財政）に関心持ってくれたかな？

※表中の金額は、１万円未満を切り捨て
ているため、合計欄が一致しません。

※総務債には臨時財政対策債（37億8370
万円）が含まれています。臨時財政対
策債は、国が後年度の地方交付税で全
額措置することになっていますが、地
方債の返済は必要となることから、減
債基金などに一定程度の残高を確保し
ておく必要があります。

決議全文

政治倫理審査会

横
須
賀
議
員
に
議
員
辞
職
勧
告

　
令
和
７
年
３
月
14
日
、
森
弘
子

議
員
を
代
表
と
す
る
議
員
８
名
は
、

横
須
賀
忠
利
議
員
に
対
す
る
議
員

辞
職
勧
告
決
議
案
を
提
出
し
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
決
議
の
要
旨
】

　
横
須
賀
議
員
が
鬼
怒
川
東
部
土

地
改
良
区
職
員
に
行
っ
た
街
宣
活

動
は
、
職
員
ら
を
畏
怖
さ
せ
、
人

格
権
を
侵
害
し
、
社
会
的
相
当
性

を
逸
脱
す
る
行
為
と
し
て
東
京
高

等
裁
判
所
で
損
害
賠
償
金
の
支
払

い
が
確
定
し
た
こ
と
で
、
高
根
沢

町
議
会
議
員
政
治
倫
理
審
査
会
が

設
置
さ
れ
、
審
議
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
事
実
確
認
を
行
う
た
め
の
審
査

会
で
、
横
須
賀
議
員
は
「
度
を
越

え
た
こ
と
を
や
ら
れ
れ
ば
、
度
を

越
え
た
こ
と
を
や
り
ま
す
か
ら
」

と
委
員
に
対
し
て
制
裁
を
加
え
る

か
の
よ
う
な
発
言
を
行
い
、
後
日
、

委
員
の
自
宅
に
「
情
報
公
開
質
問

状
」
を
送
り
付
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
高
根
沢
町

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の
目
的

を
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、

議員のここチェック　
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令和７年度一般会計当初予算令和７年度一般会計当初予算

町民が将来にわたって町民が将来にわたって
住み続けられるまちづくりを住み続けられるまちづくりを

第430回議会定例会のあらまし
　定例会は、２月28日から３月14日までの15日間で開催しました。
　議案等は、条例の制定および一部改正、令和６年度補正予算、令和７年度当初予算、
工事請負契約の変更、陳情、議員発議のほか、最終日に追加提案を審議しました。
　また、議員から動議が提出され、横須賀忠利議員に対する議員辞職勧告決議案が可決
されました。
　一般質問は５名が行いました。（関連記事P14～P19）

令和７年度　町政運営基本方針（抜粋）
　
令
和
７
年
度
は
、
こ
れ
か
ら
の

50
年
・
１
０
０
年
を
見
据
え
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
、
新
庁
舎
お

よ
び
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設

の
整
備
事
業
を
筆
頭
に
積
極
的
な

投
資
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
等
の
実
施
設
計
と
外
構

施
設
の
設
計
を
開
始
す
る
と
と
も

に
、
町
民
広
場
内
の
解
体
工
事
に

着
手
し
、
令
和
10
年
の
完
成
に
向

け
て
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
安
定
的
な
財
源
の
確
保

の
た
め
に
、
企
業
誘
致
を
図
り
、

令
和
12
年
度
の
分
譲
完
了
を
目
指

し
て
、
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備

を
上
高
根
沢
地
区
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
道
の
駅
た
か
ね
ざ

わ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
の
再
生
は

不
可
欠
で
あ
り
、
町
が
１
０
０
％

出
資
す
る
株
式
会
社
を
設
立
し
た

こ
と
で
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
引
き
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
有
備
無
患
、

す
な
わ
ち
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
と
申
し
ま
す
よ
う
に
、
適
正
な

財
政
規
律
を
確
保
し
、
未
来
へ
向

け
て
の
積
極
的
な
投
資
を
行
い
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
幸
福
感
が
高
ま

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

３月
定例会

町民の負託に応えた各議員の賛否！　第430回定例会
上程された議案等（概要）

賛成：○　　　反対：×　　　退場：退
議事進行のため採決に加わらず（議長）：－

採　決　結　果 
議
決
結
果

菅
谷
　
英
夫

小
池
　
哲
也

野
口
　
昌
宏

澤
畑
　
宏
之

加
藤
　
　
章

齋
藤
　
武
男

横
須
賀
忠
利

神
林
　
秀
治

森
　
　
弘
子

野
中
　
昭
一

阿
久
津
信
男

令和７年度 予算
議案第18号　令和７年度高根沢町一般会計予算議決について（当初予算につ
いて議決を求めるもの） ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳情
受理番号20号　学校設備及び備品の整備・購入費用に関する陳情（第428回
議会定例会で「継続審査」とし、第430回議会定例会のくらしづくり常任委員会で「不
採択」にすべきものとした決定に対して）

× ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 不採択

決議（※）
決議案第１号　横須賀忠利議員に対する議員辞職勧告決議について（横須賀
議員に対し、議員として自らその責任を重く受け止め、自らの意思により速やかに議
員辞職をするよう強く勧告するもの）

○ ○ ○ ○ － ○ 退 ○ ○ ○ × 決議案可決

※決議とは、政治的効果をねらい、議会の意思を対外的に表明するために行われる議決のことをいいます。

原
案
全
て
を

町長が表明！

可決‼

全議案の採決結果は、こちらからご覧ください！
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私もひとこ と私もひとこと私もひとこと

元気あっぷ農地保全産業団地

元気あっぷむら指定管理
委託事業費	 5000万円

　道の駅たかねざわ元気あっぷ
むらを、より効果的、魅力的に
運営するため、指定管理者とし
て町100％出資会社「株式会社元
気あっぷ」に管理を委託します。

議員のここチェック　

Ｑ　指定管理委託事業費5000万
円の根拠は？

Ａ　産業課長
　施設の管理運営に関する費用
を8700万円と算定し、そこから
利用料金等の収入見込み4700万
円を引いた差額4000万円に、物
価上昇分等を見込んで5000万円
と算定した。

多面的機能支払交付金
広域化推進事業費
	 2億2000万円

　農業・農村が有する多面的機
能の維持・発揮を目的に、農村
地域全体を対象とし、広域的な
保全活動組織による活動を支援
します。

議員のここチェック　

　農業従事者の高齢化、後継ぎ
の減少など、これまでの農業を
維持する環境は厳しいものがあ
ります。新たに立ち上げた町内
41の農地保全会を中心に、農村
環境を維持していく活動は、こ
の町を守ることにつながってい
きます。

産業団地整備事業費
	 2734万円

　新たな雇用の創出や地域経済
の活性化を図るため、上高根沢
台の原地区での産業団地の整備
に向けた測量等を行います。

議員のここチェック　

Ｑ　産業団地整備の整備面積は？

Ａ　産業課長
　12.8haを想定している。

Ｑ　完成時期は？

Ａ　産業課長
　令和12年度を見込んでいる。

　元気あっぷむらは、食と健康
の施設として誕生し町民の誇り
です。
　近年、町外客向けなどに多額
の投資をし、経営は思わしくあ
りません。町民への特典制度な
どを復活し、町民のための施設
にして欲しいと願っています。

　今年度から活動を開始する、
高根沢町広域協定農地保全会
の事務局を担当します。
　交付金活動の事務をサポート
し有効活用することで、農村の
持つ多面的機能を保全し、後世
に引き継ぐことを目指します。

　上高台の原地区に整備が進
められ雇用が拡大することは、
この地区にとっても町にとって
も喜ばしいことだと思います。
　その反面、交通環境の悪化が
懸念されますので、しっかりと
対応して頂きたいと感じます。

元気あっぷむら
温泉の常連

金
かね

田
だ

 康
やす

夫
お

 さん

農地保全会
運営委員会事務局の
和
わ

気
き

 こるり さん

台の原地区
自治会長

平
ひら

野
の

 和
かず

夫
お

 さん
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私 も ひ と こ と私 も ひ と こ と

雨水対策駅西整備

都市再生整備計画事業費
	 2億800万円

　近年の大雨に対する道路の雨
水排水対策として、宝積寺駅東
地区に雨水貯留槽を設置し、安
全な道路通行を実現します。貯
留槽上面を広場として整備し、賑
わいのある空間を創出します。

議員のここチェック　

Ｑ　雨水貯留槽の内容は？

Ａ　都市整備課長
　駅東児童公園の地下に2000㎥
程度の貯留槽を埋設し、上部は
広場として整備する予定。また、
宝積寺北区地内に貯留槽を設置
するための設計を行う。

宝積寺西通り整備事業費
	 9575万円

　宝積寺駅西第二地区を整備す
るため、都市計画道路未相続共
有地の取得、所有権移転に関す
る業務を行います。
　また、国道408号側の宝積寺駅
西通りの道路用地の取得と物件
補償をします。

議員のここチェック　

Ｑ　未相続地所有権移転業務の
計画は？

Ａ　都市整備課長
　56名の共有地（未相続を含む）
の権利者のうち、令和６年度に
30名、７年度に90名、８年度に
90名から同意を得る計画で、８
年度中に完了するよう努めたい。

　雨水対策されて、住みやすく
なるのはとても嬉しいです。
　北区の道路は道幅が狭いの
で、子どもたちの安全を確保す
るため、歩道の整備も必要だと
思います。雨水対策と道路の一
体的な整備の必要性を感じてい
ます。

　宝積寺西通り整備事業によ
り、安全で住みやすい街づくり
が進むことを期待します。利便
性の向上や地域の活性化が図ら
れ、誰もが快適に暮らせる環境
が整うことを願っています。
　未来へつながる街づくりに期
待します。

７
年
度
の
目
玉
事
業
に

町
民
の
率
直
な
声
は
！

令
和
７
年
度
事
業
の
中
で
、
議
員
が
特
に
注
目
し
た
11
の
目
玉
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

そ
の
事
業
内
容
と
議
員
の
チ
ェ
ッ
ク
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
や
感
想
、
ご
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

安心・安全な暮らしの実現と
住み続けたいと思える
町づくりに向けて

宝積寺北区に
お住まいの

黒
くろ

尾
お

 一
かず

雄
お

 さん

予定地近くに
お住まいの

清
し

水
みず

 康
やす

宏
ひろ

 さん
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私もひとこ と私もひとこと私もひとこと

教育環境対策脱炭素化障害者福祉

熱中症対策事業費
	 770万円

　熱中症対策のため、各小学校
の屋内運動場に冷風機を導入し
ます。
【実施内容】
◯小学校５校（設置済みの東小
学校を除く、阿久津小・西小・
中央小・北小・上高小）の体
育館に計７台を設置。

議員のここチェック　

　令和６年度には、町内２校の
中学校に計５台の冷風機が設置
されました。少しでもお子さん
たちの熱中症対策になれば嬉し
いですね！

家庭向け脱炭素化
普及促進事業費	 480万円

　住宅の脱炭素化と防災のため、
家庭向けの自家消費型太陽光発
電システムと蓄電池、断熱リ
フォーム、電気自動車等の購入
費の一部を補助します。
【主な事業費と事業内容】
◯太陽光発電システム・蓄電池
	 各２万円/Kw（上限８万円）
◯断熱リフォーム
	 10万円以上の工事
	 工事費の20％（上限10万円）

議員のここチェック　

　電気自動車購入やその充電設
備費も補助の対象となります！

障害児養育療育推進
事業費	 500万円

　新たに開設された民間の児童
発達支援センターに、看護師を
加配し、医療的ケア児に対し、よ
り手厚いケアを行います。
【事業内容】
◯看護師の加配

議員のここチェック　

　令和７年４月に、町としては
県内初になる児童発達支援セン
ターがオープンしました。
　看護師さんの加配を含め、さ
まざまな配慮が行き届いたすば
らしい施設です。町内外の関係
者からの期待は大変に大きい！

　年々夏の気温が上昇する中、
中学校に続き小学校への冷風
機導入を非常にありがたく思い
ます。
　冷風機の導入により、子ども
たちがより安全に、精一杯授業
や部活動などができることを心
から願います。

　脱炭素化のために個人ででき
ることは、毎日の小さな積み重
ねです。しかし、リフォームや
愛車の買換え等の節目の時に、
一歩踏み出して、より脱炭素化
社会に貢献するとき、私たちの
税金が活かされるのは嬉しいで
すね。

　栃木県で12番目の児童発達
支援センターです。看護師を配
置し医療的なケアが必要な児童
の受け入れを行います。
　地域の皆様および関係者の皆
様の期待の大きさを感じていま
す。皆様の期待に応えられるよ
う職員一同努めてまいります。

学校生活を
より快適に！
（保護者）

星
ほし

野
の

 宏
ひろ

行
ゆき

 さん

身近なところ
から協力を！
（税理士）

加
か

藤
とう

 美
み

琴
き

子
こ

 さん

ご期待に応えます！
児童発達支援センター

施設長
谷
たに

口
ぐち

 一
かず

広
ひろ

 さん
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私 も ひ と こ と 私もひとこと私 も ひ と こ と

高齢者見守り 感染症対策ＩＣＴ教育

高齢者等見守りシール
交付事業費	 10万円

　認知症高齢者等が外出時に行
方不明となった場合、早期に発
見して保護するため、見守りシー
ルを利用した連絡および連絡体
制を整えます。

議員のここチェック　

Ｑ　この事業は具体的にはどの
ようなシステムになるのか？

Ａ　健康福祉課長
　認知症高齢者等の衣服等にシー
ルを貼っておき、スマホでシー
ルのQRコードを読み取ると、伝
言板のシステムにつながり、そ
こに書き込むと家族等に連絡が
行くシステムになる。

任意予防接種事業費
	 1055万円

　任意の予防接種について接種
費用の一部を助成します。令和
６年度から継続して、50歳以上
の方を対象に「帯状疱疹」の予
防接種費用の一部を助成します。
【実施内容】
◯子どものインフルエンザ、
	 おたふくかぜ、成人の風しん、
	 帯状疱疹（生・不活化）

議員のここチェック　

　帯状疱疹への助成は、今後定
期接種となり、65歳へと移行し
ますが、令和７年度から５年間
は50歳以上の方への助成が継続
されます！

ＩＣＴ教育推進事業費
	 6043万円

　タブレットパソコン、電子黒
板、デジタル教材等を活用した
ICT教育を推進します。
【実施内容】
◯児童生徒用タブレットパソコ
ン2,300台の更新、教職員用パ
ソコン213台等の維持管理
◯校内ネットワーク等の維持管
理、ICT支援員の巡回支援等

議員のここチェック　

　ICTは日々進化しています。お
子さんたちが縦横無尽にICTを使
いこなし、将来の夢の実現に向
かって役立てて欲しいと思いま
す。

　認知症を患う高齢者が行方
不明になれば、家族は大変な思
いをします。このシールにより、
家族が連絡を受け取れるので、
精神的な疲労が軽減されます。
家族の介護負担が少しでも軽く
なるよう期待しています。

　私は今までに２度も帯状疱疹
にかかり、そのたびに治るまで
の２週間程は激痛に苦しんだ経
験があります。
　予防のためにワクチン接種代
の補助が今後も５年間継続され
ることは、大変にありがたいと
思います。

　タブレットは授業での調べ物
のほか、総合では通学路の写真
撮影をして“どんな安全対策が
なされているか”を調べる等、
楽しく活用している様子が窺え
ます。持ち帰って宿題や自主学
習にも活用させてほしいですね。

サンプル（蓄光シール）

帯状疱疹を
２度も体験！

青
あお

山
やま

 義
よし

男
お

 さん

訪問介護を
しています

（介護福祉士）
主
か ず え

計 末
すえ

子
こ

 さん

タブレットの
活用をさらに
（保護者）

佐
さ

藤
とう

 美
み

恵
え

子
こ

 さん
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〇
令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

Ｑ
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費
で
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
負
担
金
や
、ち
ょ
っ

困こ
ま
応
援
隊
（
※
）
へ
の
財
政
支
援

の
内
容
は
？

※
ち
ょ
っ
困
応
援
隊

　町
内
在
住
の
高
齢
者
等
の
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
に
対
し
、
低
料
金
で
手

助
け
を
行
う
グ
ル
ー
プ

Ａ 

健
康
福
祉
課
長

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
令
和
６
年

３
月
時
点
で
約
１
２
０
人
、
令
和

７
年
度
は
１
４
０
人
で
１
万
３
２

０
０
食
と
し
て
予
算
化
し
た
。
物

価
高
騰
分
は
町
で
負
担
し
、
自
己

負
担
３
０
０
円
を
維
持
す
る
予
定
。

 

ち
ょ
っ
困
応
援
隊
へ
の
財
政
支
援

は
、
上
限
が
月
額
２
万
円
で
年
額

24
万
円
の
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

〇
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
・
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算

第430回定例会
くらしづくり
委員長報告全文

くらしづくり常任委員会　審査報告 

一般会計前年比22.8％増の
福祉・教育事業等の予算を審査

議会に上程された２４議案のうち９議案と陳情１件が当委員会に付託され審査が行われました

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

「
学
校
設
備
及
び
備
品
の
整
備
・
購

入
費
用
に
関
す
る
陳
情
」

【
陳
情
の
趣
旨
】

・
学
校
運
営
に
か
か
る
費
用
は
、

町
が
適
切
に
支
弁
し
て
欲
し
い
。

・
学
校
徴
収
金
等
の
取
扱
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
制
定
し
、
公
費
・
私

費
負
担
の
別
を
明
確
化
し
て
欲

し
い
。

・
学
校
寄
付
採
納
取
扱
要
領
を
整

備
し
て
欲
し
い
。

委
員
会
審
査
結
果

　
賛
成
多
数
で
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
と
決
定
。

陳
情
審
査

空
家
等
対
策
事
業
の
推
進

Ｑ
空
家
の
活
用
支
援
補
助

や
解
体
費
補
助
に
対
す

る
今
後
の
見
込
み
は
？

Ａ 

地
域
安
全
課
長

　
計
画
で
は
、
今
年
度
か
ら
６
年

間
で
補
助
対
象
家
屋
合
わ
せ
て
約

20
棟
を
解
消
す
る
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。

戸
籍
氏
名
へ
の
振
り
仮
名
付
記

Ｑ
戸
籍
の
氏
名
に
振
り
仮

名
を
つ
け
る
業
務
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
？

Ａ 

住
民
課
長

　
高
根
沢
町
に
本
籍
が
あ
る
方
全

員
に
通
知
し
、
そ
の
ま
ま
掲
載
す

る
場
合
や
届
け
出
が
な
い
場
合
は

１
年
後
に
振
り
仮
名
を
記
載
す
る
。

令
和
７
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

そ
の
他
の
会
計
予
算

お
と
ぎ
の
お
う
ち
保
育
園
に
て

主
な
質
疑

阿
久
津
中
学
校
改
修
費
の
財
源

Ｑ
阿
久
津
中
学
校
の
改
修

事
業
の
総
額
は
23
億
だ

が
、
そ
の
財
源
は
？

Ａ 

学
校
教
育
課
長

　
国
庫
補
助
が
３
億
円
、
起
債
が

12
億
円
、
残
り
は
町
単
費
で
あ
り
、

学
校
施
設
整
備
基
金
の
充
当
を
予

定
し
て
い
る
。

保
育
士
の
処
遇
改
善

Ｑ
教
育
・
保
育
給
付
事
業
費

で
の
保
育
士
の
処
遇
改
善

で
人
件
費
が
何
％
上
が
る
の
か
？

Ａ 

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
国
の
基
準
で
、
民
間
の
保
育
士

は
10
・
７
％
引
き
上
が
る
。
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フ
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まちづくり常任委員会　審査報告

131億１千万円を審議！
新庁舎整備・都市整備等の予算を審査

議会に上程された24議案のうち７議案が当委員会に付託され審査が行われました

第430回定例会
まちづくり委
員長報告全文

〇
令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算
・
下
水
道
事
業
会
計
予
算

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
・

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
ま
た
は
賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〇
道
の
駅
た
か
ね
ざ
わ
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
改
正

委
員
会
審
査
結
果

　
全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

れ
て
い
る
。
交
付
税
措
置
の
対
象

と
な
る
集
約
化
・
複
合
化
事
業
は

１
億
４
９
９
０
万
円
の
起
債
、
充

当
率
は
90
％
で
交
付
税
措
置
50
％
。

交
付
税
措
置
の
対
象
に
な
ら
な
い

除
却
事
業
は
、
２
億
７
４
８
０
万

円
の
起
債
で
、
充
当
率
90
％
。
新

庁
舎
と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設

の
面
積
で
案
分
さ
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
の
構
想

Ｑ
新
庁
舎
整
備
は
、
何
階
建

て
の
計
画
な
の
か
？

Ａ 

新
庁
舎
整
備
課
長

　
現
時
点
で
は
、
一
部
３
階
建
て

で
設
計
を
進
め
て
い
る
。

Ａ 

企
画
課
長

　
国
が
示
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か

ら
、
子
育
て
支
援
で
あ
る
学
校
給

食
費
と
保
育
園
幼
稚
園
副
食
費
の

減
免
分
の
財
源
と
し
た
。

町
民
広
場
施
設
解
体
費
用

Ｑ
町
民
広
場
内
既
存
施
設

解
体
事
業
債
の
充
当
率

や
交
付
税
措
置
は
？

Ａ 

企
画
課
長

　
新
庁
舎
と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
複
合

施
設
整
備
を
す
る
た
め
の
解
体
事

業
に
対
す
る
起
債
で
、
集
約
化
・

複
合
化
事
業
と
除
却
事
業
に
分
か

○
町
税
（
対
前
年
比
６
．５
％
増
）

43
億
４
８
７
３
万
円

○
地
方
交
付
税
（
同
７
．５
％
増
）

14
億
３
０
０
０
万
円

○
国
庫
支
出
金
（
同
48
．８
％
増
）

22
億
４
５
９
３
万
円

○
県
支
出
金 

（
同
22
．１
％
増
）

10
億
８
５
２
６
万
円

○
繰
入
金 
（
同
26
．３
％
増
）

12
億
１
４
７
８
万
円

○
町
債     （
同
６
２
６
．０
％
増
）

11
億
４
７
１
０
万
円

重
点
支
援
交
付
金
の
使
途

Ｑ
国
庫
支
出
金
の
重
点
支

援
地
方
交
付
金
（
推
奨
事

業
メ
ニ
ュ
ー
分
）
を
充
当
す
る
事

業
は
何
か
？

令
和
７
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

そ
の
他
の
会
計
予
算

主
な
歳
入

主
な
質
疑

主
な
歳
出
は
予
算
特
集

（
Ｐ
４
～
７
）
に
掲
載

さようなら、ありがとう、町民ホール

町発展の一翼を担った改善センター

条
例
の
改
正
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回
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協
Ｎ
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Ｓ
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・
医
療
的
ケ
ア
児
や
発
達
障
害
児

等
へ
の
特
別
保
育
に
つ
い
て
は
、

専
門
的
な
職
員
の
配
置
と
研
修

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
公
立
保
育
園
の
１
園
へ
の
統
合

後
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
れ

ん
げ
そ
う
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
継

続
し
て
い
く
こ
と
。

・
栃
木
市
の
「
子
育
て
支
援
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
参
考
に
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
情
報
等
を

冊
子
に
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
。

日
常
調
査
の
項
目

　
令
和
６
・
７
年
度
は
、
次
の
３

項
目
を
調
査
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

①
子
育
て
支
援
の
充
実

②
運
動
を
通
し
た
健
康
作
り

③
自
主
防
災
組
織
の
構
築

　
６
年
度
は
、
①
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
、
③
自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て
の
２
項
目
を
調
査
し
、
中
間

報
告
と
し
て
提
言
に
ま
と
め
、
町

に
提
出
し
ま
し
た
。

調
査
の
内
容

⑴ 

保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て
担
当

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
る
。

⑵ 

保
育
園
、
自
治
体
の
視
察

【
調
査
に
も
と
づ
く
提
言
】

保
育
園
の
運
営
に
つ
い
て

・
今
後
も
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
を

維
持
す
る
た
め
、
保
育
士
の
十

分
な
確
保
と
処
遇
改
善
に
つ
い

て
、
町
か
ら
助
言
を
行
う
こ
と
。

・
小
規
模
保
育
園
か
ら
の
転
園
に

際
し
、
保
護
者
の
不
安
や
負
担

を
解
消
す
る
た
め
、
連
携
施
設

の
確
保
に
つ
い
て
、
町
か
ら
働

き
か
け
る
こ
と
。

くらしづくり常任委員会　日常調査 中間報告 

子育て支援の問題・自主防災組織の
推進について調査し、町に提言 

ゆうゆうランド高根沢園見学栃木市の子育て支援ガイド
ブック

子
育
て
支
援
の
充
実

期　日 活動内容
令和６年７月２日 子育て支援に関する現状把握（役場 議員控室）

令和６年７月30日
　　　　　～31日

町内４保育園の見学
　　にじいろ保育園、空と大地保育園、
　　たから保育園、ゆうゆうランド高根沢園

令和６年10月８日 行政視察（栃木市役所、佐野市役所）
栃木市独自の子育て支援、佐野市の防災士組織化

令和７年２月21日 日常調査中間報告まとめ（役場　議員控室）

くらしづくり委員会の活動内容

くらしづくり
日 常 調 査
中間報告全文

調
査
の
内
容

　
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
（
佐
野
市
）
を
視
察
し
、
防

災
士
の
養
成
と
、
自
主
防
災
組
織

の
有
機
的
な
関
係
づ
く
り
に
つ
い

て
調
査
す
る
。

【
調
査
に
も
と
づ
く
提
言
】

防
災
士
に
活
躍
の
場
を

・
本
町
で
は
防
災
士
資
格
取
得
の

補
助
と
共
に
、
令
和
６
年
度
は

防
災
士
養
成
講
座
を
開
催
し
た
。

現
在
75
名
の
防
災
士
が
お
り
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
共
に
、

そ
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、

以
下
の
こ
と
を
求
め
る
。

①
防
災
士
の
組
織
作
り

②
防
災
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

③
自
治
会
や
消
防
団
と
の
連
携

機
能
す
る
自
主
防
災
組
織
の
構
築

・
災
害
時
に
自
主
防
災
組
織
が
機

能
す
る
組
織
と
な
る
よ
う
、
行

政
主
導
で
防
災
士
を
取
り
込
ん

だ
組
織
へ
と
再
構
築
す
る
こ
と
。

・
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
通
じ

た
自
治
会
加
入
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
。

自
主
防
災
組
織
の
構
築

提
言
を
ま
と
め
、
町

長
に
提
出
し
ま
し
た
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す
る
「
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム
」

を
「
映
像
シ
ス
テ
ム
」
に
、
設

置
を
希
望
し
た
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
設
備
、
電
子
投
票

シ
ス
テ
ム
」
を
「
電
子
採
決
シ

ス
テ
ム
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
て

い
る
シ
ス
テ
ム
」
と
す
る
。

・
会
議
室
の
録
音
装
置
は
、
有
効

利
用
を
図
る
た
め
、
移
動
が
可

能
な
も
の
と
し
、
執
行
部
が
他

の
会
議
室
等
で
も
使
用
が
可
能

な
も
の
と
す
る
。

・
議
場
、
会
議
室
、
議
員
控
室
、

事
務
局
室
の
モ
ニ
タ
ー
は
、
そ

れ
ぞ
れ
必
要
な
大
き
さ
や
台
数

を
設
置
す
る
こ
と
を
追
加
、
追

記
し
ま
し
た
。

動
の
推
進
に
寄
与
す
る
拠
点
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
。

【
付
帯
施
設
に
関
す
る
提
言
】

　
弓
道
場
は
、
町
内
に
代
替
施
設

が
な
い
た
め
、
存
続
さ
せ
る
こ
と
。

【
議
会
施
設
に
関
す
る
意
見
】

　
議
会
運
営
に
必
要
な
施
設
に
つ

い
て
精
査
・
再
考
し
、
議
会
施
設

に
関
す
る
意
見
を
変
更
し
ま
し
た
。

・
正
・
副
議
長
室
に
つ
い
て
、
前

回
提
出
し
た
意
見
で
は
「
そ
れ

ぞ
れ
に
部
屋
が
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
」
と
し
た
が
、
「
正
、

副
議
長
室
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

１
室
と
し
、
床
面
積
は
、
現
状

以
上
と
す
る
」
と
す
る
。

・
会
議
室
に
つ
い
て
、
前
回
提
出

し
た
意
見
で
は
「
全
員
協
議
会

が
行
え
る
広
さ
の
会
議
室
と
、

委
員
会
用
の
会
議
室
を
配
置
す

る
」
と
し
た
が
、
「
全
員
協
議

会
と
委
員
会
併
用
の
会
議
室
を

設
置
す
る
」
と
す
る
。

　
　
ま
た
、
そ
の
会
議
室
は
、
２

室
に
分
け
ら
れ
る
仕
組
み
や
、

執
行
部
側
で
の
使
用
も
検
討
す

る
こ
と
。

・
議
場
の
設
備
に
つ
い
て
、
導
入

き
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
も

の
を
全
議
員
で
協
議
し
、
令
和
６

年
11
月
５
日
と
令
和
７
年
１
月
30

日
に
議
長
か
ら
町
長
に
議
会
の
考

え
と
し
て
示
し
ま
し
た
。

【
新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
提
言
】

　
空
調
へ
の
地
下
熱
利
用
な
ど
、

最
新
の
技
術
を
研
究
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
る
こ
と
。

【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
整
備
に

関
す
る
提
言
】

　
文
化
施
設
に
備
え
る
照
明
や
音

響
な
ど
の
設
備
や
控
室
の
配
置
に

は
、
現
在
の
町
民
ホ
ー
ル
利
用
者

の
意
見
を
聞
き
、
町
民
の
文
化
活

日
常
調
査
の
項
目

　
令
和
６
・
７
年
度
は
、
次
の
３

項
目
を
調
査
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

①
新
庁
舎
等
の
整
備
に
つ
い
て

②
産
業
団
地
の
開
発
に
つ
い
て

③
自
治
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
６
年
度
は
、
事
業
が
精
力
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
①
「
新
庁
舎
等

の
整
備
」
に
関
し
て
調
査
を
行
い
、

令
和
５
年
10
月
に
提
出
し
た
新
庁

舎
建
設
に
向
け
た
議
会
施
設
に
関

す
る
意
見
に
つ
い
て
変
更
等
す
べ

まちづくり常任委員会　日常調査 中間報告

新庁舎等の整備について
省エネルギー化・ランニングコストの低減を図る
ことなどを町に提言、議会施設の意見も変更

まちづくり委員会の活動内容
期日 活動内容

令和６年
　７月23日 矢板市文化スポーツ複合施設の見学

令和６年
　８月22日

行政視察（塩谷町役場・矢板市役所）
　塩谷町の庁舎整備について
　矢板市文化スポーツ複合施設の整備について

令和６年
　10月８日

行政視察（さくら市役所）
　議場等の映像音響システムについて

最新の設備を導入したさくら市議
場にて担当者から説明を受ける

新
庁
舎
等
の
整
備

まちづくり
日 常 調 査
中間報告全文

町有林木材を使った塩谷町庁舎

提
言
を
ま
と
め
、
町

長
に
提
出
し
ま
し
た
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現
在
、
こ
の
碑
が
ど
う
い
う
碑

で
、
い
つ
頃
建
立
さ
れ
た
か
な
ど
、

理
解
し
て
い
る
方
が
ど
の
く
ら
い

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
碑
の
裏
側
に
は
、「
大
正
五
年
一

月
十
日
、
三
青
年
團だ
ん

建
之
」
と
書

か
れ
て
お
り
、
今
か
ら
１
０
9
年

前
の
こ
と
で
す
。

　
当
時
、
太
田
の
尋
常
小
学
校
に

通
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
の
通
学

路
が
、
あ
ま
り
に
も
粗
悪
で
あ
る

た
め
、
大
正
天
皇
の
即
位
記
年
事

業
と
し
て
、
地
域
の
若
者
た
ち
が

「
通
学
路
の
改
修
事
業
」
を
行
っ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
内
容
の
碑

で
し
た
。

　
花
岡
在
住
の
君
島
静
子
さ
ん
が
、

宇
都
宮
ず
い
ひ
つ
の
会
発
行
の

「
あ
け
ぼ
の
」
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
付
と
表
側
の
「
御
即
位

記
念
」
か
ら
、
大
正
天
皇
の
御
即

位
に
関
わ
る
内
容
か
と
推
測
は
で

き
る
の
だ
が
、「
夫
教
育
ハ
」
と
大

仰
に
切
り
出
し
、「
御
即
位
」
と
絡

め
て
何
を
謂い

わ
ん
と
し
て
い
る
の

か
見
当
が
つ
か
な
い
。

　
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館
を
訪
ね
、

石
碑
の
分
厚
い
苔
を
洗
い
流
し
て

よ
い
か
伺
い
を
た
て
る
と
、
町
の

生
涯
学
習
課
か
ら
「
石
碑
に
傷
を

つ
け
な
い
こ
と
」
を
条
件
に
許
可

が
下
り
た
。

　
大
正
四
年
一
月
十
日
の
御
大
典

は
、
国
民
の
参
加
は
勿
論
、
近
代

日
本
の
歴
史
上
最
初
の
、「
曠こ
う
古こ

の

御
大
典
」
で
、
各
地
で
祝
祭
行
事

が
催
さ
れ
た
が
、
旧
北
高
根
沢
村

の
中
郷
、
上
太
田
、
東
高
谷
三
地

区
の
青
年
団
が
行
っ
た
記
念
事
業

は
、「
二
百
二
十
三
間
（
約
四
百
メ

ー
ト
ル
）
の
通
学
路
の
改
修
」
で

あ
っ
た
。

　「
夫
教
育
ハ
一
日
モ
忽
ゆ
る
が
せニ
ス
へ

カ
ラ
ス
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
若
い
青

年
た
ち
で
あ
り
、
支
え
た
の
は
地

区
の
リ
ー
ダ
ー
や
父
母
た
ち
で
あ

っ
た
。
碑
文
は
、
先
達
の
心
意
気

を
今
に
伝
え
て
い
る
気
が
す
る
。

　
そ
の
碑
文
と
最
初
に
出
会
っ
た

の
は
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。

　
五
行
川
の
水
源
か
ら
小
貝
川
へ

の
合
流
地
点
ま
で
、
十
五
日
か
け

て
川
に
沿
っ
て
歩
い
た
こ
と
が
あ

る
。
北
高
根
沢
中
学
校
の
近
く
で

「
神
の
前
橋
」
と
い
う
名
の
橋
が

目
に
つ
い
た
。
見
回
す
と
二
百
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
所
に
古
く
て

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
神
社
が
あ
る
。

名
は
「
神
明
宮
」。
敷
地
の
西
端
に

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
「
御
即

位
記
念
」
と
刻
し
た
石
碑
が
あ
り
、

裏
側
に
小
さ
な
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

　「
夫
教
育
ハ
一
日
モ
」
と
始
ま

っ
て
、「
道
路
粗
悪
」「
憂
」「
青
年

團
」「
起
工
」
な
ど
の
語
が
上
の
方

の
部
分
に
判
読
で
き
る
が
、
半
分

か
ら
下
は
厚
い
苔
が
へ
ば
り
つ
い

て
い
て
読
め
な
い
。
最
後
の
行
に

は
「
大
正
五
年
一
月
」
と
あ
る
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
下
記
の
文
章

は
一
部
省
略
し
ま
し
た
。

　
中
郷
地
区
に
、「
神
明
宮
」（
安

住
神
社
兼
務
社
）
と
言
う
神
社
が

あ
り
ま
す
。
敷
地
の
一
角
に
は「
御

即
位
記
念
」
と
書
か
れ
た
碑
が
あ

り
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
ず
、
ひ
っ

そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。

歴史探訪歴史探訪

109年前、中郷地区にあった結いの心
皆さん　ご存じですか？

ちょっとブレイク

中
郷
・
上
太
田
・
東
高
谷

三
青
年
團
の
熱
い
思
い

夫
（
ソ
レ
）
教
育
ハ

御即位記念碑

「御即位記念」碑の裏側 「神明宮」には、太古の若者たちの「結いの心」があった

夫
教
育
ハ
一
日
モ
忽
ニ
ス
へ
カ
ラ
ス
然
ル
ニ
平
田
ヨ
リ
學
校
ニ
通
ス
ル
道
路
粗
悪
ニ
シ
テ
通
學
児
童
ハ

困
難
一
方
ナ
ラ
ス
父
兄
ハ
常
ニ
之
ヲ
憂
ヘ
タ
リ
偶
々
曠
古
ノ
大
典
ニ
際
シ
中
郷
上
太
田
東
高
谷
ノ
各
青

年
團
ノ
合
議
成
リ
大
正
四
年
十
二
月
記
念
事
業
ト
シ
テ
之
カ
改
修
■
擧
ヲ
区
圖
シ
郡
村
費
ノ
補
助
ヲ
受

ケ
大
正
五
年
一
月
四
日
起
工
仝
七
日
竣
成
ス
其
延
長
二
百
二
十
三
間
ニ
及
ヘ
リ
尚
本
建
碑
費
中
へ
字
内

一
同
ヨ
リ
多
額
ノ
金
円
ヲ
寄
付
サ
レ
タ
リ

　
　
　
　大
正
五
年
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　三
靑
年
團
建
之

君島静子さんが解読した
「御即位記念」の碑文

↓
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０
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ー
の
耐
震
診
断
、
補
強
工
事
を
行

い
ま
す
。

【
計
画
期
間
】
令
和
７
年
度
か

ら
５
年
間
と
し
、

終
了
後
５
年
ご
と

に
見
直
し
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
期
待

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
「
地
元

の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
、
日
本
の
一
つ
ひ
と
つ
の
町
が

元
気
に
な
る
た
め
、
人
が
「
集
ま

り
」、
地
元
が
「
つ
な
が
り
」、
経

済
が
「
ま
わ
る
」
機
会
や
場
を
つ

く
り
、
地
元
が
元
気
に
な
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
水
の
供
給
は

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
生
命
線

災
害
に
強
く
持
続
可
能
な
上
下

水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

対
策
が
必
要
と
な
る
急
所
施
設

（
取
水
施
設
や
浄
水
施
設
、
下
水

処
理
施
設
等
の
最
重
要
施
設
）
や

避
難
所
、
医
療
機
関
等
の
重
要
施

設
に
接
続
す
る
上
下
水
道
管
路
等

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
一
体
で
耐

震
化
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

【
水
道
】
取
水
施
設
お
よ
び
光

陽
台
・
宝
石
台
地
区
の
重
要
施
設

に
接
続
す
る
排
水
支
管
を
耐
震
化

し
ま
す
。

【
下
水
道
】
仁
井
田
水
処
理
セ

ン
タ
ー
・
宝
積
寺
ア
ク
ア
セ
ン
タ

上下水道の耐震化を計画的に推進
明治安田生命と包括連携協定を締結 全員協議会全員協議会

NEWSNEWS

１月22日・２月21日

　
第
４
２
９
回
臨
時
会
・
４

３
０
回
定
例
会
に
先
立
ち
、

提
出
さ
れ
る
議
案
の
質
疑
の

ほ
か
、
町
が
進
め
て
い
る
計

画
や
事
業
に
つ
い
て
、
先
に

実
施
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
結
果
等
を
含
め
、

町
執
行
部
か
ら
概
要
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、

町
と
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
が
よ
り
綿
密
に
連
携
し
、
よ
り

広
範
な
分
野
に
お
い
て
、
双
方
の

資
源
を
有
効
活
用
し
た
取
り
組
み

を
協
働
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、

町
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
連
携
内
容
の
６
項
目
】

１
健
康
増
進

２
高
齢
者
支
援

３
子
育
て
支
援

４
地
域
の
防
災
・
防
犯

５
産
業
・
観
光
振
興
支
援

６
そ
の
他
、
地
域
の
活
性
化
お

よ
び
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

１
名
の
方
か
ら
８
件
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

計
画
の
位
置
づ
け
や
策
定
体
制
、

施
策
の
展
開
、
保
護
者
へ
の
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広

い
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考

に
、
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

水洗化接続人口約1700人分の浄化処理機能を持つ
仁井田水処理センター。補強工事で耐震性を強化

１
名
の
方
か
ら
１
件
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

町
立
学
校
（
小
学
校
６
校
、
中

学
校
２
校
）
の
運
営
に
係
る
費
用

負
担
な
ど
に
関
す
る
意
見
で
す
。 計画の全文は町HPから

閲覧できます

議
会
と
し
て

町
の
計
画
や
事
業
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
直
結

す
る
重
要
な
も
の
で
す
。

町
政
の
動
き
を
し
っ
か
り

と
注
視
し
、
皆
さ
ん
の
声
と

と
も
に
、
よ
り
良
い
政
策
の

実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

第
４
３
０
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

提
言
へ
の
回
答

令
和
７
年
度
予
算

全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

詳細は
こちら

詳細は
こちら

パブリック
コメントの
詳細はこちら

耐
震
化
計
画
の
策
定

耐
震
化
計
画
の
策
定

明
治
安
田
生
命
と
協
定

明
治
安
田
生
命
と
協
定

第
三
期
高
根
沢
町
子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
計
画

令
和
７
年
度
予
算
編
成

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果

の
結
果
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議　員
一般質問の
動画はこちら！

士
と
ど
の
よ
う
な
連
携
を
し
、
何

を
お
願
い
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
？

Ａ 

町
長

　
昨
年
度
ま
で
32
名
の
防
災
士

が
い
た
が
、
養
成
講
座
に
よ
り
43

名
の
防
災
士
が
誕
生
し
た
。
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
治
会

や
消
防
団
、
学
校
な
ど
、
防
災
に

関
与
す
る
組
織
と
円
滑
に
連
携
し

活
躍
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
の
組
織
の
間
に
入
り
、
人
と

人
を
繋
ぐ
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　
防
災
士
同
士
の
顔
が
見
え
る
関

係
性
を
築
い
て
も
ら
う
た
め
、
防

災
士
が
気
軽
に
意
見
交
換
や
情
報

共
有
を
図
る
機
会
を
定
期
的
に
設

け
、
持
て
る
知
識
を
十
分
に
発
揮

し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
貢
献

し
て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
。

防
災
士
の
力
が
カ
ギ

Ｑ
災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ

く
り
は
、
防
災
士
の
力
が

カ
ギ
に
な
る
。
昨
年
12
月
に
町
改

善
セ
ン
タ
ー
で
高
根
沢
町
防
災
士

養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
、
約
50
人

の
町
民
が
こ
の
講
座
を
受
講
し
、

数
多
く
の
防
災
士
が
新
た
に
誕
生

し
た
。
防
災
士
に
力
を
発
揮
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
町
で
は
、
防
災

問 

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
、

防
災
士
の
役
割
は

　
答
【
町
長
】地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
に

問 

災
害
関
連
死
認
定
条
例
整
備
を

　
答
【
町
長
】条
例
改
正
の
準
備
開
始

化
米
、
粉
ミ
ル
ク
等
の
非
常
食
を
、

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
予
想
避

難
所
生
活
者
１
７
０
０
人
の
３
食

３
日
分
と
し
て
、
１
５
３
０
０
食

備
蓄
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
管
理
栄
養
士
の
知
識

を
活
か
し
、
防
災
部
門
と
福
祉
部

門
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
必
要
な

栄
養
素
を
確
保
し
、
高
齢
者
や
乳

幼
児
等
へ
提
供
す
る
食
事
に
も
配

慮
し
た
「
新
た
な
備
蓄
食
料
の
考

え
方
」
を
令
和
７
年
度
中
に
と
り

ま
と
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
順
次
、

整
備
し
た
い
。

Ａ 

町
長

　
災
害
関
連
死
は
、
過
去
の
事
例

か
ら
様
々
な
要
因
が
想
定
さ
れ
、

そ
の
判
断
に
は
専
門
的
な
知
見
が

必
要
と
さ
れ
る
。
認
定
申
請
に
応

じ
て
、
速
や
か
に
審
査
会
を
招
集

し
、
調
査
・
審
議
が
行
え
る
よ
う
、

令
和
７
年
度
中
の
条
例
改
正
に
向

け
、
準
備
を
進
め
る
。

条
例
で
審
査
会
の
設
置
を

Ｑ
近
年
の
災
害
で
は
「
直
接

死
」
よ
り
「
関
連
死
」
が

上
回
っ
て
い
る
状
況
も
発
生
し
て

い
る
。
関
連
死
を
認
定
す
る
審
査

会
の
設
置
は
条
例
で
定
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
万
一
の
事
態
を
想

定
し
、
本
町
に
お
い
て
も
条
例
を

制
定
す
る
べ
き
で
は
？

美
味
し
い
非
常
食
の
備
蓄
を

Ｑ
災
害
時
の
非
常
食
は
、
栄

養
価
の
観
点
か
ら
は
も
と

よ
り
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
に
と
っ

て
も
食
べ
や
す
く
、
美
味
し
く
食

べ
ら
れ
る
非
常
食
を
備
蓄
す
る
取

り
組
み
も
見
受
け
ら
れ
る
。
本
町

の
備
蓄
非
常
食
の
種
類
や
量
の
状

況
は
？
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
？

Ａ 

町
長

　
本
町
で
は
、
乾
パ
ン
、
ア
ル
フ
ァ

小池　哲也

問 災害非常食の備蓄と今後の展開は
　答【町長】「新たな備蓄食料の考え方」を

令和７年度にとりまとめる

防
災
士
の
資
格
取
得
に
向
け
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

操
作
を
学
ぶ
養
成
講
座
受
講
生

第
４
３
０
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

提
言
へ
の
回
答

令
和
７
年
度
予
算

一
般
質
問
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論
戦

町民の声を町民の声を
町政に！町政に！
小池　哲也 議員 ……………… 15
①災害非常食の備蓄と今後の展開は
②災害関連死認定条例整備を
③災害に負けないまちづくりに、防災士の役割は

澤畑　宏之 議員 ……………… 16
①なぜこんなすばらしい町民ホールを壊すのか
② ICT教育が始まって４年ほどたつが、その現状は

野口　昌宏 議員 ……………… 17
①帯状疱疹ワクチンの65歳接種開始に伴う、今の
50歳以上の助成の維持は
②高根沢高校に小・中学校と同様の給食の導入を

森　　弘子 議員 ……………… 18
①「沿道整備街路事業」の進捗状況について
②在宅訪問介護事業所は経営難　独自の支援を
③学校給食費の無償化を

横須賀忠利 議員 ……………… 19
①集客アップで道の駅の元気UPへ！農産物生産
者の意欲向上と周辺沿道利用を
②宝積寺駅西第二地区の共有地の状況は
※本誌では、太字の質問を要約して掲載しています。

高
根
沢
町
の
議
会
に
は
、
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
の
工
場
跡
地
に
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
の
マ
ニ
ー
の
新
工
場

が
誘
致
で
き
た
こ
と
、
新
庁
舎
の

整
備
に
向
け
て
、
先
の
段
階
に
進

ん
で
い
る
こ
と
、
人
口
規
模
が
同

じ
位
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
り

興
味
が
あ
り
、
今
回
、
定
例
会
を

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
お
い
て
、
地
元
高

校
に
関
す
る
も
の
で
は
、
隣
県
の

大
子
町
・
城
里
町
の
事
例
の
研
究

を
踏
ま
え
た
、
そ
し
て
、
学
校
の

協
力
を
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
踏
ま
え
た
質
問
で
あ
り
、

議
員
の
日
々
の
活
動
状
況
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

議
会
は
、
議
員
・
町
執
行
部
と

も
に
、
前
向
き
な
質
問
・
答
弁
で

あ
り
、
双
方
、
町
民
の
た
め
に
、

高
根
沢
町
を
よ
り
良
い
方
向
に
進

め
て
い
き
た
い
思
い
が
伝
わ
る
よ

う
な
場
で
し
た
。

臼
うす

井
い

　正
まさ

典
のり

さん
（矢板市）

一　般　質　問

傍
聴
者
の
声

第
４
３
０
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

提
言
へ
の
回
答

令
和
７
年
度
予
算

一
般
質
問

14（2025・４月号）議会だより たかねざわ

一般質問って？
「一般質問」は、町の行財政全般に関し、議員
主導で政策的な論議をする場です。
質問時間は、一人につき質問、答弁、再質問を
含め60分以内です。

一般質問の各議員のページにある二次元バー
コード、またはYouTubeで「高根沢町議会　第
430回」で検索を！
DVDは、図書館中央館で貸し出しています。

一般質問の動画

会  議  録
会議録は、定例会及び臨時会の終
了後、約３ケ月後に発行しています。
図書館中央館で閲覧ができます。
また、町ホームページの「会議録
検索システム」からご覧になれます。

会議録検索
システム

町議会の情報を分かりやすく、タ
イムリーに発信しています。
ぜひ、この機会にチックされては、
いかがでしょうか。

Facebookもチェック



議　員
一般質問の
動画はこちら！

46
％
、保
護
者
は
８
割
に
達
す
る
回

答
結
果
を
得
た
。

　
地
域
が
高
校
を
支
え
る
と
い
う

意
味
か
ら
も
、こ
の
事
業
は
必
要
で

は
な
い
か
？

Ａ 

町
長

　
学
校
給
食
事
業
の
導
入
は
、
少

子
化
が
進
行
す
る
中
、
入
学
希
望

者
確
保
の
観
点
か
ら
、
特
色
あ
る

高
校
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
に
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
町
の
費
用
負
担
、
給
食
費
の
価

格
設
定
等
を
精
査
し
、
実
施
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
い
。

高
根
沢
高
校
の
生
徒
に
学
校

給
食
を

Ｑ
「
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て

支
援
」や「
生
徒
の
学
校
生

活
支
援
」を
目
的
と
し
て
、他
県
で

は
す
で
に
学
校
給
食
を
高
校
に
提

供
し
て
い
る
例
が
あ
り
、生
徒
や
保

護
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、高
根
沢
高
校
の

先
生
方
の
ご
理
解
の
も
と
に
、「
昼

食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を

行
っ
た
と
こ
ろ
、小
中
学
校
と
同
様

の
学
校
給
食
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、

「
利
用
す
る
」と
回
答
し
た
生
徒
は

問 

高
根
沢
高
校
に
小
・
中
学
校
と

同
様
の
給
食
の
導
入
を

　
答
【
町
長
】導
入
に
向
け
て
具
体
的

な
検
討
を
始
め
た
い

現
行
の
接
種
代
金
の
助
成
は

継
続
で
き
る
の
か

Ｑ
来
年
度
か
ら
65
歳
を
対
象

に
国
の
定
期
接
種
が
始
ま

る
が
、
現
状
の
50
歳
以
上
の
方
へ

の
接
種
代
金
の
助
成
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
今
回
「
定
期
接
種
の
対
象
年
齢

は
65
歳
」
と
い
う
国
の
知
見
が
示

さ
れ
た
こ
と
で
、
町
と
し
て
も
今

後
は
50
歳
以
上
の
接
種
の
助
成
は

廃
止
の
方
向
と
し
、
65
歳
で
の
定

期
接
種
予
防
に
集
約
を
は
か
っ
て

い
く
こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
早
期
接
種

希
望
者
が
相
当
数
お
ら
れ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
本
年

度
申
請
し
、
ま
だ
接
種
が
完
了
し

て
い
な
い
方
」へ
の
対
応
な
ど
、制

度
運
用
上
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、町
と
し
て
は
国
と
同
じ「
５
年

間
」
の
経
過
措
置
を
設
け
、
50
歳

以
上
の
方
へ
の
任
意
予
防
接
種
へ

の
助
成
を
継
続
す

る
こ
と
と
す
る
。

令
和
６
年
度
の
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
実
績
は

Ｑ
今
年
度
か
ら
50
歳
以
上
を

対
象
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
へ
の
半
額
助
成
が
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
助
成
状
況
は
？

Ａ 

町
長

　
令
和
６
年
12
月
末
時
点
に
お
い

て
、申
込
者
は
３
８
７
人
で
、内
訳

は
生
ワ
ク
チ
ン（
１
回
接
種
）
47
人

で
、不
活
化
ワ
ク
チ
ン（
2
回
接
種
）

３
４
０
人
の
う
ち
、
２
回
接
種
完

了
が
２
０
５
人
、
１
回
の
み
完
了

が
39
人
、
未
接
種
が
96
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
助
成
実
績
は
、
両
ワ
ク
チ
ン
合

わ
せ
て
４
６
７
万
７
８
０
０
円
。

申
込
者
の
年
齢
は
50
～
64
歳
の
方

が
１
３
０
人
、
65
歳
以
上
の
方
が

２
５
７
人
で
、
年
齢
人
口
比
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
２
・
３
％
、
３
・
３
％

と
な
っ
て
い
る
。

ワクチン助成実績

接種申込者 387人

50～64歳
130人
2.3%＊

65歳以上
257人
3.3%＊

＊は年齢人口比

野口　昌宏

問 帯状疱疹ワクチンの65歳接種開始に
　 　伴う、今の50歳以上の助成の維持は
　答【町長】現在の助成は廃止の方向だが、
　　　　　　 ５年間の経過措置を設ける

学校給食が導入されたら
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家
庭
で
の
活
用
状
況
は

Ｑ
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
家
庭

学
習
へ
の
効
果
は
？

Ａ 

教
育
長

　
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
の
活
用
も

進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
北
小
学
校

で
は
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
―ｅ
ク
ラ
ス
ル

ー
ム
」
と
い
う
機
能
を
使
っ
て
、

家
庭
と
の
連
絡
に
活
用
し
て
い
る
。

他
の
小
学
校
で
も
、
使
用
時
間
や

ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
な
ど
各
家

庭
と
共
通
理
解
を
図
り
、
学
習
ア

プ
リ
を
家
庭
で
活
用
し
て
い
る
。

不
登
校
対
応
は

Ｑ
不
登
校
児
童
生
徒
の
活
用

状
況
は
？

Ａ 

教
育
長

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
多
様
な
特

性
や
家
庭
環
境
な
ど
に
合
わ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
支
援

の
一
つ
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
の
活
用
を
進
め
て
い
る
。

　
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ
た

め
、
そ
の
日
の
出
来
事
や
連
絡
に

つ
い
て
、
担
任
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
事
例
が
あ
る
。

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
始
ま
っ
て
４
年
ほ
ど

た
つ
が
、
そ
の
現
状
は

　
答
【
教
育
長
】授
業
に
お
い
て
効
果
的

に
活
用
さ
れ
て
い
る

授
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

Ｑ
本
町
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
？

Ａ 

教
育
長

　
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
後
は
、
授

業
時
の
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
が

日
常
化
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
上
に
書
き
込
み
を
し
た

り
、
大
画
面
に
投
影
し
た
り
す
る

な
ど
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
い

授
業
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
情
報
共
有
ソ
フ
ト
を
使

っ
て
、
様
々
な
意
見
を
即
座
に
確

認
・
共
有
で
き
、
学
び
を
深
め
る

効
果
的
な
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
は
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
に
移

設
す
る
予
定
と
し
て
い
る
た
め
、

宝
積
寺
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
を
一
時

保
管
場
所
と
す
る
。

と
し
て
整
備
す
る
「
高
根
沢
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
整
備
基

本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

新
た
な
複
合
施
設
の
設
備
は

Ｑ
町
民
ホ
ー
ル
の
解
体
に
伴

う
費
用
や
舞
台
装
置
等
の

活
用
は
？

Ａ 

町
長

　
今
後
、
工
事
の
発
注
を
予
定
し

て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
費
用
に

つ
い
て
は
発
表
を
控
え
た
い
。

さ
よ
う
な
ら
、
あ
り
が
と
う

町
民
ホ
ー
ル

Ｑ
す
ば
ら
し
い
町
民
ホ
ー
ル

を
取
り
壊
し
、
文
化
ス
ポ

ー
ツ
複
合
施
設
と
す
る
理
由
は
？

Ａ 

町
長

　
令
和
３
年
度
、「
高
根
沢
町
新
庁

舎
整
備
検
討
委
員
会
」
か
ら
の
答

申
に
お
い
て
、「
新
庁
舎
も
含
め
た

施
設
同
士
の
複
合
化
を
検
討
す
る

こ
と
」
と
意
見
が
付
さ
れ
、
令
和

４
年
度
、
町
議
会
か
ら
も
「
公
共

施
設
の
再
編
に
つ
い
て
も
、
併
せ

て
検
討
す
る
こ
と
」
と
の
提
言
が

あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
、「
高
根

沢
町
新
庁
舎
整
備
に
係
る
町
民
広

場
内
公
共
施
設
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
で
は
、「
複
合
化
に
係
る
検

討
を
進
め
る
こ
と
」
と
の
中
間
答

申
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
町
は
令
和

５
年
11
月
、
町
民
ホ
ー
ル
と
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
農

村
改
善
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
た
複

合
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
と
い
う
方
針
を
決
定
し
、

令
和
６
年
３
月
、
そ
れ
ら
施
設
を

集
約
、
複
合
化
し
た
新
た
な
施
設

澤畑　宏之

問 なぜ、こんなすばらしい町民ホールを壊すのか
　答【町長】高根沢町新庁舎整備検討委員会

からの答申があるから

矢板市の複合施設の内観

第
４
３
０
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

提
言
へ
の
回
答

令
和
７
年
度
予
算

一
般
質
問

16（2025・４月号）議会だより たかねざわ



議　員
一般質問の
動画はこちら！

に
、
団
体
役
員
３
名
と
都
市
整
備

課
で
共
有
地
整
理
に
係
る
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
た
。

　
記
録
に
は
、
代
表
者
氏
名
の
記

載
は
な
く
、
既
存
の
道
水
路
工
作

物
に
つ
い
て
の
協
議
は
な
か
っ
た
。

　
町
は
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

都
市
計
画
道
路
と
合
わ
せ
て
雨

水
・
下
水
の
整
備
が
出
来
れ
ば
住

環
境
が
整
い
、
共
有
地
の
公
益
性

が
高
い
と
判
断
し
、
寄
付
し
て
も

ら
い
た
い
旨
を
説
明
し
た
。

　
現
在
、
権

利
者
の
同
意

を
得
る
た
め

の
整
理
を
行

っ
て
い
る
。

　
共
有
地
は

20
筆
で
、
私

道
や
更
地
、

一
部
で
工
作

物
な
ど
が
見

受
け
ら
れ
る

状
態
で
あ
る
。

問 

宝
積
寺
駅
西
第
二
地
区
の

共
有
地
の
状
況
は

　
答
【
町
長
】共
有
地
が
整
理
さ
れ
な
い
と

事
業
の
進
捗
に
影
響
を
及
ぼ
す

ら
へ
の
集
客
効
果
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
現
在
、
舗
装
修
繕
し
て
い
る
桑

窪
地
区
の
工
事
を
完
了
さ
せ
た
う

え
で
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
沿
道
で
の
農
産
物
販
売
促
進
で

は
、
周
辺
農
地
が
農
業
振
興
地
域

あ
り
、
農
業
施
設
用
地
と
し
て
土

地
利
用
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
生

産
者
等
が
自
ら
の
農
地
を
活
用
し
、

直
売
所
を
開
業
す
る
場
合
は
、
農

地
利
用
計
画
の
用
途
区
分
変
更
に

よ
り
、
問
題
な
く
開
業
手
続
き
を

進
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
町
は

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　
生
産
者
部
会
に
満
た
な
い
生

産
者
へ
の
助
成
金
は
、「
町
園
芸
作

物
推
進
支
援
事
業
」
を
平
成
30
年

度
に
見
直
し
、
生
産
品
目
の
制
限

を
撤
廃
し
、
現
在
は
生
産
組
織
を

持
た
な
い
個
人
農
家
で
も
支
援
が

受
け
ら
れ
る
制
度
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
現
状
の
「
産
地
交
付

金
」
に
つ
い
て
、
個
人
や
小
規
模

の
組
織
で
あ
っ
て
も
経
営
戦
略
を

持
っ
た
生
産
者
を
対
象
と
す
る
考

え
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
品
目

以
外
の
生
産
品
目
や
規
模
等
の
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

事
業
整
備
の
前
進
を

Ｑ
宝
積
寺
駅
西
第
二
地
区
整

備
事
業
を
実
施
す
る
う
え

で
、
共
有
地（
56
名
）の
整
理
が
必

要
と
考
え
る
が
？

　
ま
た
、
町
が
共
有
地
整
理
を
行

っ
た
理
由
は
？

　
さ
ら
に
、
道
水
路
や
工
作
物
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
２
月
22
日
に

協
議
さ
れ
た
内
容
と
出
席
さ
れ
た

役
員
の
人
数
、
理
事
長
名
お
よ
び

現
在
の
状
態
は
？

Ａ 

町
長

　
第
二
地
区
に
は
56
名
の
共
有

地
が
点
在
し
、
そ
の
一
部
は
、
都

市
計
画
道
路
整
備
予
定
地
に
縦
横

断
し
て
お
り
、
当
該
共
有
地
が
整

理
さ
れ
な
い
と
道
路
や
下
水
道
の

整
備
が
進
ま
ず
、
事
業
の
進
捗
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
３
年
２
月
22
日

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
を

核
と
し
た
整
備
を

Ｑ
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
集
客

ア
ッ
プ
に
町
道
５
２
５
号

線
の
南
進
開
通
と
沿
道
で
の
農
産

物
販
売
促
進
を
図
る
考
え
は
？

　
ま
た
、
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
運

営
体
制
が
新
た
に
な
る
こ
と
か
ら
、

園
芸
作
物
振
興
と
し
て
、
生
産
者

部
会
（
町
内
５
人
以
上
）
に
満
た

な
い
生
産
者
へ
の
助
成
金
交
付
を

し
て
は
ど
う
か
？

Ａ 

町
長

　
町
道
５
２
５
号
線
を
南
進
さ
せ

県
道
杉
山
・
石
末
線
に
接
続
さ
せ

る
こ
と
は
、
南
か
ら
の
往
来
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
元
気
あ
っ
ぷ
む

横須賀忠利

問 集客アップで道の駅の元気ＵＰへ！
　 農産物生産者の意欲向上と周辺沿道利用を
　答【町長】産地交付金の対象検討の調査･検討を進め

また、道端等の直売に対し支援を行う

南進できるか（元気あっぷむら西側Ｔ字路）

都市計画道路整備予定地の一部
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援
地
方
交
付
金
を
財
源
と
し
て
、

１
人
当
た
り
月
額
２
５
０
０
円
と

す
る
考
え
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
県
と
各
市
町
に
よ
る

学
校
給
食
費
無
償
化
に
向
け
た
課

題
の
洗
い
出
し
作
業
が
行
わ
れ
、

令
和
７
年
度
前
半
の
検
討
状
況
を

踏
ま
え
て
対
応
を
決
定
し
て
い
く
。

給
食
費
完
全
無
償
化
へ

Ｑ
福
田
富
一
県
知
事
は
、
就

任
記
者
会
見
で
「
学
校
給

食
費
の
無
償
化
」
に
つ
い
て
、
県

全
体
で
完
全
に
実
施
す
る
と
年
間

約
80
億
円
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
市
町
が
連
帯
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
前
提
で
あ
る
と
し
、

各
市
町
と
県
と
で
合
意
で
き
る
仕

組
み
を
探
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
、
今
後
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
？

Ａ 

教
育
長

　「
令
和
７
年
度
町
政
運
営
基
本
方

針
並
び
に
予
算
編
成
に
つ
い
て
」

町
長
の
所
信
表
明
で
、
学
校
給
食

費
に
つ
い
て
は
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
後
も

減
免
措
置
を
講
じ
て
い
く
と
し
て

い
る
。
な
お
、
令
和
７
年
度
の
学

校
給
食
費
の
減
免
額
は
、
重
点
支

問 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

　
答
【
教
育
長
】令
和
７
年
度
も

減
免
措
置
を
講
じ
て
い
く

町
村
長
大
会
に
お
い
て
、「
介
護
従

事
者
の
養
成
や
処
遇
改
善
」、「
サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
へ
の
新
た
な

支
援
策
」
等
の
事
項
を
決
議
・
要

望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
物
価
高
騰
対
策
」
は
県

に
お
い
て
、
国
予
算
を
活
用
し
、

社
会
福
祉
施
設
等
の
物
価
高
騰
対

策
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
す
る

議
案
等
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

決
定
さ
れ
れ
ば
、
町
と
し
て
財
政

支
援
を
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
事

業
所
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
ど
こ
へ

Ｑ
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地

域
の
多
様
な
福
祉
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
行
政
と
一
体

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で

あ
る
が
、
新
庁
舎
整
備
に
お
い
て
、

設
置
場
所
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し

て
い
る
の
か
？

Ａ 

町
長

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
内

に
設
置
す
る
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

介
護
報
酬
の
削
減
に

町
独
自
の
支
援
を

Ｑ
新
潟
県
村
上
市
は
、
国
の

介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
よ

る
減
収
分
を
、
昨
年
４
月
の
改
定

時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
独
自
に
補
助

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、
ガ

ソ
リ
ン
代
等
の
高
騰
が
事
業
を
圧

迫
し
て
い
る
こ
と
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
、
車
１
台
に
つ
き
月
３
０
０

０
円
を
支
給
。
支
援
策
は
次
期
介

護
報
酬
改
定
ま
で
の
３
年
間
の
措

置
で
、
介
護
給
付
準
備
基
金
を
取

り
崩
し
て
、
令
和
７
年
３
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
。

　
本
町
も
、
介
護
給
付
準
備
基
金

（
※
）
を
取
り
崩
し
て
、
訪
問
介

護
事
業
所
に
支
援
を
行
っ
て
は
ど

う
か
？

Ａ 

町
長

　
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
本
町

だ
け
で
な
く
、
全
国
の
多
く
の
自

治
体
に
と
っ
て
共
通
す
る
課
題
と

考
え
て
い
る
。
本
年
度
は
、
昨
年

11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

森　　弘子

問 在宅訪問介護事業所は経営難
独自の支援を

　答【町長】県や県町村会と協議しながら対応

※
本
町
の
介
護
給
付
準
備
基
金
は
、
令

和
６
年
度
末
見
込
額
３
億
９
６
９
１

万
２
０
０
０
円
。

３
月
７
日
の
献
立
は
、
お
祝
い
デ
ザ
ー
ト

も
付
い
た
中
学
３
年
生
に
と
っ
て
最
後

の
学
校
給
食

第
４
３
０
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

提
言
へ
の
回
答

令
和
７
年
度
予
算

一
般
質
問
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れ
離
れ
た
場
所
に
あ
り
、
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考

え
ま
す
。
こ
の
２
箇
所
が
コ
ラ
ボ

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
す
る
の
が

良
い
と
思
い
ま
す
。

　加か

藤と
う
小こ

柚ゆ

姫き

さ
ん

　
有
名
な
と
こ
ろ
が
あ
ま
り
な
く
、

景
観
を
意
識
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
家
族
の
誰
も
が
遊
べ
る
施
設
な

ど
が
身
近
に
あ
っ
た
ら
と
考
え
ま

す
。
宇
都
宮
の
よ
う
に
人
々
や
お

店
が
賑
わ
っ
て
い
て
、
活
気
の
あ

る
住
み
や
す
い
街
で
あ
っ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
脇
を
通
る

国
道
４
号
は
、
交
通
量
が
相
当
多

く
、
数
年
後
、
国
道
４
０
８
号
と

結
ば
れ
ま
す
。
さ
ら
に
交
通
量
が

増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
そ

こ
に
交
流
拠
点
な
ど
を
作
る
と
い

う
構
想
も
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
よ
く
電
車
で
見
か
け
る
観
光

客
の
外
国
人
が
喜
ぶ
よ
う
な
施
設
、

例
え
ば
、
足
湯
、
書
道
体
験
、
学

校
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
食
堂
は
、

外
国
人
に
も
人
気
が
あ
る
の
で
、

烏
山
線
の
沿
線
に
作
っ
て
み
て
は

ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
は
利
益
が
出
な
い
と
会
社

を
運
営
で
き
な
い
た
め
、
乗
車
人

数
が
少
な
い
と
電
車
の
本
数
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
烏
山
の
人
た
ち
も
烏
山

線
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
乗
車
促
進

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
乗
車

人
数
が
増
え
れ
ば
、
本
数
も
増
え

る
の
で
、
皆
さ
ん
も
、
大
い
に
烏

山
線
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　手て

塚つ
か
瑛え
い
美み

さ
ん

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
や
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

や
商
業
施
設
等
の
建
築
が
比
較
的

容
易
に
行
え
る
た
め
、
ス
ー
パ
ー

や
飲
食
店
な
ど
が
多
く
立
地
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
市
街
化
調

整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑
制
し
、

農
地
や
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
区
域
で
、
農
業

や
自
然
環
境
の
保
護
が
重
視
さ
れ

て
い
る
た
め
、
店
舗
数
が
少
な
く
、

買
い
物
等
の
面
で
は
、
不
便
を
感

じ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
街
化
調
整
区
域
は

農
産
物
の
生
産
や
自
然
環
境
の
保

全
と
い
う
面
で
町
民
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、

町
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
は
、

こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。

　松ま
つ
本も
と
絢あ

稀き

さ
ん

　
電
車
の
本
数
が
少
な
い
と
思
い

ま
す
。
烏
山
線
は
赤
字
で
本
数
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
分

か
っ
た
の
で
、
収
益
を
増
す
た
め

　
令
和
７
年
度
か
ら
運
営
主
体
が

変
わ
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
頃
に
は
、
新
し
い
形
態
で
オ
ー

プ
ン
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
皆
さ
ん
期
待
し
て
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　石い
し
澤ざ
わ
寛か
ん
さ
ん

　
町
の
西
と
東
で
く
ら
し
の
便
利

さ
が
違
う
と
感
じ
ま
す
。
西
側
は

宝
積
寺
駅
や
飲
食
店
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
な
ど
が
あ
る
が
、
東
側
は

そ
れ
ら
が
少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
　

　
東
側
の
交
通
の
便
を
充
実
さ
せ
、

遊
ぶ
と
こ
ろ
を
増
や
す
こ
と
が
、

暮
ら
し
の
便
利
さ
の
違
い
の
解
消

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
駅
周
辺
や
光
陽
台
・
宝
石
台
と

い
っ
た
市
街
化
区
域
で
は
、
住
宅

・
通
勤
に
便
利
で
す
。
ま
た
、
近

隣
市
町
へ
の
買
い
物
も
利
便
性
が

あ
り
ま
す
。

　
家
賃
が
安
い
の
は
、
本
町
は

40
％
が
借
家
で
、
県
内
で
も
一
番

高
い
借
家
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
所
の
人
と
の
挨
拶
で

す
が
、
本
町
の
住
民
は
素
朴
感
が

あ
っ
て
、
親
し
み
や
す
く
、
住
み

や
す
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　山や
ま
井い

菜な

緒お

さ
ん

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
を
利
用
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
友
人
や

利
用
者
か
ら
広
々
と
し
た
露
天
風

呂
が
あ
る
、自
然
に
囲
ま
れ
て
キ
ャ

ン
プ
が
で
き
る
な
ど
の
良
い
点
が

あ
る
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
は
、
子
ど
も

連
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
中
学
生
・
高
校
生

は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　議
員
か
ら

　
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
の
利
用

　
西
と
東
の
便
利
さ
が
違
う

　議
員
か
ら

　議
員
か
ら

町
の
足
り
な
い
所

テーマ１

　
電
車
の
本
数
が
少
な
い

　
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ラ
ボ
を

  

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
娯
楽
施
設

　議
員
か
ら

第
４
２
２
回
定
例
会

全
員
協
議
会
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

常
任
委
員
会
審
査

第
４
３
０
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

提
言
へ
の
回
答

令
和
７
年
度
予
算
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宇
都
宮
に
在
学
・
就
職
し
て
い

る
場
合
、
通
学
・
通
勤
が
し
や
す

い
と
こ
ろ
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　岡お
か
将ま
さ
人と

さ
ん

　
　
私
は
、
家
賃
が
安
い
と
感
じ

ま
す
。
理
由
は
、友
人
に
聞
い
た
り
、

自
分
で
も
調
べ
、
家
族
に
も
聞
い

て
、
高
根
沢
町
は
家
賃
が
安
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　福ふ
く
島し
ま
そ
ら
さ
ん

　
学
校
付
近
を
歩
い
て
い
る
と
、
挨

拶
を
し
て
く
れ
る
方
が
い
て
、
と
て
も

い
い
気
持
ち
に
な
り
、
挨
拶
の
大
切

さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
本
町
は
宇
都
宮
に
近
く
、
通
学

に
栄
養
が
い
き
わ
た
り
、
質
の
良

い
米
や
野
菜
が
採
れ
、
ま
た
、
平

野
の
た
め
、
光
を
遮
る
も
の
が
あ

ま
り
無
く
、
作
物
の
成
長
に
良
く

農
業
に
適
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
自
然
豊
か
な
町
で
あ
り
、
地
域

の
自
然
環
境
を
保
護
し
、
持
続
可

能
な
利
用
促
進
を
す
る
た
め
の
取

り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
が
盛
ん
で
町
の
面
積
の
約

半
分
を
農
地
が
占
め
、
お
米
が
中

心
で
、
令
和
の
皇
位
継
承
に
伴
う

儀
式「
大
嘗
祭
」で
は
、本
町
産「
と

ち
ぎ
の
星
」
が
献
上
さ
れ
、
高
い

評
価
を
得
ま
し
た
。

　佐さ

藤と
う
愛あ

純ず
み
さ
ん

　中な
か
村む
ら
絢あ
や
香か

さ
ん

　
高
根
沢
町
は
、
森
に
囲
ま
れ
て

い
て
空
気
が
澄
み
、
四
季
折
々
の

変
化
が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
御
料

牧
場
に
天
皇
陛
下
が
訪
問
さ
れ
て

い
る
の
を
見
て
、
自
然
豊
か
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　小こ
い
ず
み
り
ょ
う

泉
凌
さ
ん

　
町
で
は
、
田
ん
ぼ
な
ど
で
牛
糞

な
ど
を
使
っ
て
い
る
た
め
、
土
壌

　
町
議
会
で
は
、
町
民
と
対
話
を
し
な
が
ら
課
題
の
共
有
と
解
決

に
向
け
検
討
す
る
「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
28
日
は
、
高
根
沢
高
校
の
生
徒
さ
ん
12
名
と
議
場
に
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
た
か
こ
う
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　議
員
か
ら

　自
然
が
豊
か

　農
業
に
適
し
て
い
る

　通
学
・
通
勤
に
便
利

　挨
拶
が
気
持
ち
い
い

　家
賃
が
安
い

高根沢ってどんな町？

　　　　たかこう生と議員との
　　　　　　　　　カフェ・ド・ギカイ
　　　　たかこう生と議員との
　　　　　　　　　カフェ・ド・ギカイ

ようこそ議場へようこそ議場へ
たかこう生たかこう生 議員議員

町
の
良
い
所

テーマ１

　議
員
か
ら

第
４
２
２
回
定
例
会

全
員
協
議
会
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

常
任
委
員
会
審
査

第
４
３
０
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

提
言
へ
の
回
答

令
和
７
年
度
予
算
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高
根
沢
高
校
美
術
部
の
生
徒
さ

ん
に
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
根
沢
高
校
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
町
と
連
携
し
、「
高
根
沢
焼
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
」
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
積

極
的
に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
の
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
高
根
沢
高
校
生
徒
と
の

２
度
目
の
「
カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ
」

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
表
紙

作
成
に
あ
た
り
、
美
術
部
さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
感
性
、
さ
す
が
で
す
。

こ
れ
ま
で
写
真
ば
か
り
に
捉
わ
れ

て
い
た
表
紙
で
す
が
、
柔
軟
な
発

想
を
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
委
員
）

詳細全文は
こちら

　
　
　表
紙
に
つ
い
て

前171号(1/20発行)
P14・15に記事掲載

                      

在宅福祉ネット関係者との

カフェ・ド・ギカイからの

　「在宅福祉の現状」「今後の課題」をテーマに、昨年10月23日に行われた
カフェ・ド・ギカイ。そこで出された意見を議会でまとめ、12月25日に町
長に提言・要望として提出し、その回答が１月29日に届きました。
　日々、多様な福祉活動にご尽力されている関係者の方たちにとって、直
面している課題解決の糸口につながるでしょうか。

  

  

          

  

          

提言１提言１

提言2提言2

議 会 の議 会 の

意 見意 見

回　答回　答

回　答回　答

議 会 の議 会 の

意 見意 見

　分野を超えた相談に対応できる専門的人材を確保し、相談窓口の強化を図ること（要旨）

　地域生活支援拠点の早期整備に向けて、積極的に取り組むこと（要旨）

　回答では引き続き強化を図るとしているが、具体的な対策を定めて取り組むことを求めていく。

　令和８年度までに拠点の担うべきサービスの一部を提供しようとする姿勢は評価できる。より
多くのサービスが提供されることを期待するとともに、拠点整備についても引き続き取り組むこ
とを求めていく。

　現在も「地域支え合いセンターまるっと」の包括化推進員、「障害者地域生活相談支援事業所」、「障
害児者期間相談支援センター」の相談支援専門員等、関係事業者と連携し、支援を必要とする人
から相談を受け、人員・施設等限られた地域の社会資源の中で、個別の事情やプランに応じてサー
ビス提供しています。
　引き続き、関係事業所の協力を得ながら、専門性の高い人材の確保に向け取り組むとともに、「障
害者自立支援協議会」や「在宅医療・介護多職種連携会議」等を活用しながら、関係者間の連携
をさらに深めていくことで、相談窓口の強化を図っていきます。

　町内あるいは塩谷圏域を想定した整備の実現可能性について、関係事業者との協議・検討を重
ねてきましたが、「専門性の高い人材」や「事業を実施する施設」といった地域の社会資源が不足
していることから、現在も整備には至っていない状況にあります。
　しかしながら、令和５年度末から本年度にかけては、障害者グループホームが町内に２か所新
設されるなど、民間事業者の参入という環境変化が表れてきましたので、これを契機とし、令和
８年度までの第７期障害福祉計画期間内に、関係事業所の役割分担を調整しながら、拠点の担う
べき機能のいくつかについて、サービス提供を開始したいと考えています。
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議
員
の
意
見

将
来
住
み
た
い
街
は
ど
ん
な
街
？（

意
見
は
要
約
し
て
い
ま
す）

た
か
こ
う
生
の
意
見

議
員
の
意
見

　
昨
年
に
引
き
続
き
た
か
こ
う
生

と
の
２
度
目
の
開
催
で
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
施
設
や
道

路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
と
、
安
全
・
安
心
と

い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
両
方
の
視
点

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
は
そ
の
両
面
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
と
て
も
貴
重
な

意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

■
地
域
に
生
活
す
る
方
の
環
境
や
生

活
基
盤
を
ど
う
整
え
て
い
く
か
、「
こ

こ
に
住
ん
で
も
い
い
な
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
大
事

■
人
口
が
多
け
れ
ば
繁
栄
す
る
が
、

若
い
方
が
首
都
圏
に
出
て
い
く
と
地

元
に
戻
ら
な
い
現
象
が
起
き
、
企
業

誘
致
も
必
要
か
と
思
う

■
医
療
費
の
無
償
化
な
ど
の
子
ど
も

へ
の
支
援
、
ま
た
小
中
学
校
の
登
下
校

の
支
援
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

あ
り
、
誇
り
に
思
う

■
公
園
は
、
多
く
の
方
が
憩
え
る
場

と
し
て
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
流
行

の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
若
者
が
楽
し
め
る

施
設
を
作
っ
て
も
良
い
の
で
は
と
思
う

■
宝
積
寺
地
区
と
仁
井
田
地
区
の
住

宅
街
の
ほ
か
、
半
分
の
面
積
は
農
地

で
、
そ
れ
で
自
然
環
境
も
守
ら
れ
て
い

る
と
思
う

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
は
重
要
な

課
題
。
本
町
も
防
犯
対
策
や
子
ど
も
、

高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る
環
境
づ
く

り
、
事
故
を
減
ら
す
交
通
安
全
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る

■
電
車
の
本
数
が
多
く
、
交
通
の

ア
ク
セ
ス
が
良
い
と
こ
ろ

■
生
活
に
必
要
な
も
の
が
不
自
由

な
く
買
え
る
商
業
施
設
な
ど
が
整
っ

て
い
る
街

■
子
育
て
が
し
や
す
い
街

■
子
ど
も
の
身
体
的
成
長
を
助
け

る
た
め
、
公
園
や
遊
ぶ
場
所
が
あ
る

方
が
良
い

■
さ
く
ら
市
と
宇
都
宮
市
を
足
し

て
２
で
割
っ
た
よ
う
な
、
人
と
自
然

が
ほ
ど
ほ
ど
に
あ
る
街

■
街
灯
が
多
く
て
夜
道
で
も
明
る
く
、

安
心
、
安
全
に
帰
宅
で
き
る
と
こ
ろ

■
安
心
、
安
全
で
、
精
神
的
ス
ト

レ
ス
の
少
な
い
街
（
リ
ス
ク
が
な
い

方
法
で
の
発
展
は
、
将
来
的
に
希
望

が
持
て
、
安
心
で
き
る
）

■
生
活
を
し
て
い
る
と
き
の
ス
ト

レ
ス
が
少
な
い
街
（
近
所
の
人
と
関

わ
る
機
会
が
多
い
こ
と
で
、
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
、
交
友
関
係
が
築
か

れ
、
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
が
減
っ
た
り

し
、
日
々
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
解
消

に
つ
な
が
る
）

舗
設
置
は
、
営
業
利
益
に
か
か
っ

て
く
る
た
め
、
難
し
い
問
題
で
す
。

　
町
と
し
て
は
、
人
口
を
増
や
し

て
い
く
ほ
か
は
無
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　鈴す
ず
木き

咲さ

奈な

さ
ん

　
街
灯
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

運
転
者
が
歩
行
者
や
自
転
車
に
気

が
付
か
ず
に
危
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
高
根
沢
高
校
の
近
く
に

駅
が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
街

灯
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
仁
井
田
駅
周
辺
は
、
各

商
店
に
街
灯
を
付
け
て
い
ま
し
た

が
、
お
店
が
減
り
街
灯
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
し
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
高
根
沢
高
校
の
周
辺
の
街
灯
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
景
観
に
つ
い
て
は
、
本
町
は
自

然
豊
か
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
す

の
で
、
宇
都
宮
市
の
良
い
と
こ
ろ

を
参
考
に
し
、
若
者
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　山や
ま
中な
か
優ゆ
う
来ら
い
さ
ん

　
お
金
を
使
っ
て
遊
ぶ
施
設
が
少

な
く
、
例
え
ば
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど

が
閉
業
し
て
し
ま
っ
た
。
場
所
も

分
か
り
に
く
い
場
所
に
あ
っ
た
の

で
、
見
や
す
い
所
に
あ
っ
た
方
が

良
く
、
そ
の
他
、
本
屋
や
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
も
あ
る
と
良
い
と

思
い
ま
す
。

　
本
町
は
、
宇
都
宮
市
や
さ
く
ら

市
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
町
外

の
店
舗
に
行
っ
て
し
ま
う
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
民
間
業
者
の
店

　議
員
か
ら

　議
員
か
ら

　
遊
ぶ
施
設
が
少
な
い

　
街
灯
が
少
な
く
危
険

カ
フ
ェ
・
ド
・
ギ
カ
イ

を
終
え
て

第
４
２
２
回
定
例
会

全
員
協
議
会
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

一
般
質
問
カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

常
任
委
員
会
審
査

第
４
３
０
回
定
例
会

常
任
委
員
会
全
協
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
イ
ク

カ
フ
ェ・ド・ギ
カ
イ

一
般
質
問

提
言
へ
の
回
答

令
和
７
年
度
予
算
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農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　
　
県
農
業
振
興
事
務
所
の
方
に

農
業
の
話
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。 

自
宅
で
仕

事
が
で
き
る
こ
と
は
、
子
育
て
に

も
良
い
か
ら
。 

就
農
す
る
に
あ

た
り
ア
ス
パ
ラ
、
い
ち
ご
、
ナ
ス
、

ネ
ギ
、
花
の
栽
培
研
修
を
２
年
間

受
け
ま
し
た
。

　
ア
ス
パ
ラ
を
選
択
し
た
理
由
は
、

収
益
性
が
あ
り
、
家
族
だ
け
で
も

で
き
る
か
ら
で
す
。

　
　
苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
？

　
　
常
に
仕
事
が
あ
る
の
で
、
休

み
が
取
り
に
く
い
こ
と
と
、
ハ
ウ

ス
栽
培
の
た
め
、
強
風
と
積
雪
の

対
応
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
　
や
り
が
い
や
魅
力
は
？

　
　
お
客
様
か
ら
の
美
味
し
い
と

の
声
が
素
直
に
嬉
し
い
。

　
魅
力
は
子
育
て
と
同
じ
で
、
手

を
か
け
た
分
、
応
え
て
く
れ
る
と

こ
ろ
。
そ
し
て
、
ゴ
ー
ル
が
な
い

と
こ
ろ
。

　
さ
ら
に
、
地
元
と
の
つ
な
が
り

が
増
え
ま
し
た
ね
。

　
　
今
後
の
展
開
は
？

　　
　
２
年
前
か
ら
、
猛
暑
の
高
温

対
策
と
し
て
草
と
の
共
生
に
よ
る

ア
ス
パ
ラ
の
自
然
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
保

湿
力
も
あ
る
た
め
、
エ
グ
味
の
な

い
本
来
の
味
が
出
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
は
レ
タ
ス
を
、
今
年

３
月
か
ら
は
枝
豆
栽
培
も
始
め
、

米
作
り
に
も
挑
戦
し
た
い
。

　
ア
ス
パ
ラ
の
栽
培
面
積
を
増
や

し
、
観
光
農
園
に
も
挑
戦
し
た
い
。

　
ま
た
、
ア
ス
パ
ラ
を
粉
に
加
工

す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や
ポ

タ
ー
ジ
ュ
、
お
茶
を
作
り
た
い
。

　
さ
ら
に
、
販
路
拡
大
の
た
め
に

豊
洲
市
場
で
法
被
を
着
て
売
り
込

み
た
い
。

　
　
町
に
望
む
こ
と
は
？

　
　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
へ
の
補
助
上

限
額
を
上
げ
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
い
給
食

セ
ン
タ
ー
を
早
く
整
備
し
、
新
し

く
し
て
欲
し
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
高

根
沢
を
愛
す
る
た
め
に
も
「
た
か

ね
ピ
ア
夏
祭
り
」
を
復
活
し
て
欲

し
い
。
そ
の
復
活
の
た
め
に
自
分

も
汗
を
流
し
た
い
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
持
続
可
能
な
発
展
に
は
、
小
川

さ
ん
の
よ
う
な
若
手
農
業
者
の
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
少
し
で
も
新
規
参
入
し
や
す
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
様
々
な
環
境

の
整
備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
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A

マチイロHP

トチギ
イーブックスHP

広報誌が
スマホで
見れて便利
「マチイロ」＆
「栃木イーブックス」
を検索

編 

集 

後 

記

　
た
か
こ
う
生
と
議
員
と
の
カ

フ
ェ・ド・ギ
カ
イ
の
特
集
は
い
か

が
で
し
た
か
。

　
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
ご
感

想
な
ど
、皆
さ
ま
の〝
声
〟を
事
務

局
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

A

情熱と挑戦！情熱と挑戦！

農業に魅力を感じて農業に魅力を感じて

広報委員の
突撃インタビュー
あなたの声を
町政に

　
ジ
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
９
年
前

に
農
業
へ
転
職
。

　
家
族
思
い
で
、
双
子
の
娘
さ
ん
と

の
時
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
農

業
に
情
熱
を
傾
け
挑
戦
し
続
け
る
小

川
智
也
さ
ん
。

　
一生
懸
命
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培

を
し
て
い
る
か
た
わ
ら
、
消
防
団
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
し
て
い
る
小
川
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
然
環
境
と
の
戦
い

家
族
愛
か
ら

様
々
な
挑
戦

子
育
て
と
同
じ

た
か
ね
ピ
ア
の
復
活
を

Q

A AA

小
お

川
がわ

　智
とも

也
や

 さん （石末）
趣味：釣り、ゴルフ

収穫が楽しみ

草との共生でアスパラガスがさらに美味しく


